
令 和 ３ 年 度  

長野市一般会計・ 特別会計決算 
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４ 監査第34号 

令和４ 年８ 月30日 

 

長野市長 

荻 原 健 司 様 

 

 

 長野市監査委員  西 島   勉  

同     䬟  原   剛  

同     近 藤 満 里  

同     宮 崎 治 夫  

 

 

 

令和３ 年度長野市一般会計・ 特別会計決算 

及び 基金の運用状況の審査意見に つ い て 

 

 地方自治法第 233条第２ 項及び同法第 241条第５ 項の規定によ り 審査に付さ れた 、

令和３ 年度長野市一般会計・ 特別会計決算及びその附属書類並びに基金の運用状況を

審査し たので、 次のと おり 意見を 提出し ます。  
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ないと 思われる。  

  こ のため、 条例を見直し 、 原則散歩可能と し て、 一部マナー違反に対し て啓発を進めていく

こ と を検討さ れたい。  

 

２  基金について 

( 1)   介護給付費準備基金 

介護給付費準備基金は、令和３ 年度の決算剰余金の一部を積み立てるこ と により 、令和４ 年

６ 月末の残高は 31 億 6, 200 万円余と なり 、 令和元年度末の残高 18 億 5, 400 万円余の 1. 7 倍

の水準と なる。  

当該基金条例には限度額の定めがないため、更に積み立てるこ と は可能であるが、剰余金の

原資は市民が納める保険料であるため、３ 年に一度の保険料見直し の際に基金残高の適切な水

準についても 検討さ れたい。  

 

( 2)   防災基金 

防災基金の残高は 6, 000 万円で、果実を活用し て防災に関する事業を行っ ているが、低金利

のため令和３ 年度の利子は 88, 058 円と 少額である。 市長の附属機関と し て防災基金運営委員

会が設置さ れているが、少額の利子の使い道を議論するために委員会を開催するこ と は非効率

である。  

当該基金は、 昭和 60 年に発生し た地附山地滑り 災害を契機に昭和 63 年に設置さ れ、 30 年

以上経過し ているため、 基金及び運営委員会の在り 方について検討さ れたい。  

 

( 3)   芸術文化振興基金 

芸術文化振興基金の助成事業を決定するために基金運営委員会が設置さ れているが、 別途、

市長の附属機関と し て文化芸術振興審議会が設置さ れている。基金の助成事業を決定するため

だけに運営委員会を開催するのは非効率なため、当該事務を審議会に一本化し 、事務の効率化

を図ら れたい。  

 

( 4)   森林づく り 基金 

森林づく り 基金の残高は１ 億 7, 200 万円余で、こ れは令和元年度から 令和３ 年度まで３ 年間

で交付さ れた森林環境譲与税２ 億 3, 600 万円余の約７ 割に相当する。本市に交付さ れる当該譲

与税は、 順次、 金額が増加し 、 令和６ 年度以降はほぼ定額と なるこ と から 、 森林整備事業を加

速化する必要がある。  
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( 2)   文化・ 芸術イ ベント の参加料 

野外彫刻めぐ り の参加料は無料であるが、公民館の成人学校と 同様に社会教育活動と し ての

位置付けであり 、 講師の謝礼代、 資料代などの利用者負担を検討さ れたい。  

「 街角アート ＆ミ ュ ージッ ク 」 などの文化・ 芸術イ ベント の参加料を無料と し ているが、 例

えば、長野マラ ソ ンのよう なスポーツイ ベント でも 一般選手は参加料を支払っ ており 、受益者

負担の原則に基づいて見直し をさ れたい。  

経費も 人手も 全て行政の負担で実施し た場合、市民に文化・ 芸術が根付かないこ と も 懸念さ

れるため、 市民の自主性を後押し するよう な利用者負担の在り 方を検討さ れたい。  

 

( 3)   博物館の利用料 

東町のちょ っ 蔵おいら い館は、 入館料及び貸ギャ ラ リ ーの使用料と も に無料と し ているが、

博物館の分館と 同様の施設であるため、条例に位置付けた上で、利用料の徴収について検討さ

れたい。  

 

７   行政Ｄ Ｘ 及びスマート シティ について 

行政Ｄ Ｘ の推進については、市民の利便性向上を目指すと と も に、業務の効率化に伴う 適正

な職員配置等によっ て市役所全体のコ スト 削減につながるこ と が重要であるこ と から 、コ スト

に関する数値目標を計画に盛り 込むこ と を検討さ れたい。  

スマート シティ の推進に係る実証事業については、民間事業者の提案の中から 良いも のを採

択する方式であるが、 重要な地域課題の一つである「 モビリ ティ の確保」 については、 初年度

である令和３ 年度には事業採択がさ れなかっ たため、 今後の取組が期待さ れる。 また、 スマー

ト シティ の実証実験において土地や建物等が必要と なる場合には、市が保有する未利用地や廃

止建物、 中心市街地の空き 地や駐車場などの活用についても 検討さ れたい。  
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